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三
鷹
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
団
16
人

が
、
７
月
24
日
c
か
ら
８
月
３
日
f
の
11

日
間
に
わ
た
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の

海
外
派
遣
研
修
を
終
え
、
元
気
に
帰
国
し

ま
し
た
。

派
遣
生
は
、
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
市

で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
現
地
の

学
校
に
体
験
入
学
を
し
ま
し
た
。
交
流
授

業
で
は
、
日
本
の
文
化
を
現
地
の
学
生
に

紹
介
し
た
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ

オ
リ
文
化
や
環
境
に
つ
い
て
学
習
し
、
お

互
い
の
国
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

派
遣
前
の
研
修
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が

設
定
し
た
課
題
の
事
前
学
習
や
英
語
学
習

を
中
心
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

派
遣
生
達
は
、
外
国
の
文
化
に
直
接
触

れ
た
こ
と
や
、
あ
ら
た
め
て
日
本
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
な
視
野

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
28
日
c
に
三
鷹
市
教
育
セ
ン
タ
ー

で
帰
国
報
告
会
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
２

学
期
に
は
、
各
中
学
校
で
も
報
告
な
ど
を

行
い
ま
す
。
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■
派
遣
団
員

団
長
　
五
中
校
長
・
横
山
正
彦

副
団
長
　
二
中
教
諭
・
石
黒
し
お
り

一
中
・
齋
藤
果
穂
（
３
年
）、
安
室
華
代

（
３
年
）、
二
中
・
菱
沼
真
起（
２
年
）、
星

野
知
夏（
３
年
）、
三
中
・
永
尾
ま
こ（
３

年
）、
澤
千
絵（
３
年
）、
四
中
・
佐
藤
一

幸（
２
年
）、
奈
良
早
紀
子（
２
年
）、
五

中
・
黄
紗
莉（
２
年
）、
北
條
有
希（
２
年
）、

六
中
・
君
塚
さ
ゆ
り（
２
年
）、
瓜
本
雄
哉

（
２
年
）、
七
中
・
宮
本
真
菜（
２
年
）、
千

葉
理
絵（
３
年
）

第一小学校
スーパーリニューアル工事
（第3期）を実施

第一小学校
スーパーリニューアル工事
（第3期）を実施

第
一
小
学
校
ス
ー
パ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
は
、
既
存
の
校
舎
の
柱
、
梁
、

基
礎
な
ど
を
生
か
し
つ
つ
、（
当
初
は

平
成
16
年
〜
平
成
18
年
度
の
３
年
計

画
）
耐
震
工
事
や
校
舎
内
の
改
修
を
施

す
も
の
で
、
今
年
度
は
、
計
画
の
最
終

年
次
と
し
て
、
体
育
館
の
耐
震
補
強
工

事
や
老
朽
化
し
た
校
舎
改
修
工
事
な
ど

を
実
施
す
る
と
と
も
に
食
器
改
善
事
業

に
も
取
り
組
み
ま
す
。

事
業
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
の

方
々
と
の
協
働
に
よ
る
「
市
民
検
討
会

議
」
で
検
討
を
重
ね
、
意
見
、
要
望
な

ど
を
最
大
限
反
映
さ
せ
た
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成
20
年
２
月
の
完
成
を
目
指
し
、

児
童
の
優
れ
た
教
育
の
場
で
あ
る
と
同

時
に
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
防
災
の

拠
点
と
し
て
多
目
的
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
安
全
で
開
か
れ
た
学
校
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

第
一
小
学
校
ス
ー
パ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
は
、
児
童
の
学
習
環
境
や
学
校

運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
進
め
ま

す
。
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市
で
は
、
三
鷹
市
基
本
構
想
や
三

鷹
市
第
三
次
基
本
計
画
（
改
定
）
で

「
い
き
い
き
と
子
ど
も
が
輝
く
教
育
・

子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
定

め
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
少
子
化
・
核
家
族
化
の
進

行
に
と
も
な
い
、
都
市
部
を
中
心
に

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て

き
た
た
め
に
、
家
庭
や
地
域
の
教
育

力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
12
月
に

策
定
し
た
「
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
基
づ
き
、
三
鷹
市
の
地
域
的
特
性

を
活
か
し
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
「
人
間
力
」

と
「
社
会
力
」
を
よ
り
一
層
育
成
し

て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
ま
し
た
。

三
鷹
市
地
域
家
庭
教
育
支
援
推
進

協
議
会
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
今
秋
よ
り

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
教
育
を
支
援
す
る

講
座
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
具
体

的
に
は
、
追
っ
て
「
広
報
み
た
か
」

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
庭
教
育
は
、
子
育
て
や
人
間
形

成
の
原
点
で
す
。
さ
ら
に
ご
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
て

ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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三
鷹
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
団
が
帰
国

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
の
超
ロ
ン
グ
ラ
ン
番
組

「
全
国
こ
ど
も
電
話
相
談
室
」
は
昔
か
ら
私

の
好
き
な
番
組
で
あ
っ
た
。
無
着
成
恭
さ
ん

は
番
組
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
き
か
ら
の
回
答

者
で
、
独
特
の
語
り
口
で
人
気
を
集
め
て
お

ら
れ
た
。
す
こ
し
遅
れ
て
回
答
者
に
な
ら
れ

た
永
六
輔
さ
ん
は
、
ラ
ジ
オ
を
何
よ
り
も
大

切
に
し
て
活
動
を
重
ね
て
こ
ら
れ
て
す
で
に

半
世
紀
。

た
ま
た
ま
広
告
会
社
で
番
組
の
プ
ラ
ン
ナ

ー
で
あ
っ
た
私
は
、
こ
の
五
歳
年
長
の
天
才

タ
レ
ン
ト
の
担
当
者
と
な
る
僥
倖
に
恵
ま
れ

た
。
時
は
流
れ
て
、
俳
句
作
者
と
し
て
人
生

を
貫
く
こ
と
を
発
心
し
た
私
に
永
さ
ん
は
さ

ま
ざ
ま
な
仕
事
の
場
を
与
え
て
下
さ
る
。
そ

の
ひ
と
つ
が
こ
の
番
組
の
中
で
、
年
四
回
、

つ
ま
り
、
春
夏
秋
冬
の
季
節
ご
と
に
一
度
、

「
こ
ど
も
句
会
」
を
設
け
、
永
さ
ん
と
私
が

二
人
で
子
ど
も
達
（
中
学
生
以
下
）
の
俳
句

作
品
に
対
面
し
、
感
想
と
意
見
を
述
べ
、
と

き
に
は
提
案
と
し
て
の
添
削
例
を
示
す
機
会

で
あ
る
。
番
組
は
生
放
送
な
の
で
、
日
曜
日

の
朝
９
時
―
10
時
の
本
番
に
備
え
て
、
ス
タ

ジ
オ
に
は
８
時
半
ま
で
に
入
る
こ
と
が
原

則
。
し
か
し
、
永
さ
ん
も
私
も
８
時
過
ぎ
に

は
控
え
室
に
着
い
て
い
る
。
三
歳
児
か
ら
中

学
三
年
生
ま
で
の
男
女
か
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
俳
句
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
寄
せ

ら
れ
る
。
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
は
さ
ん
で
45
分

間
余
り
の
時
間
枠
に
十
二
、
三
人
の
子
ど
も

達
の
句
が
発
表
さ
れ
る
。
私
の
方
針
は
〈
子

ど
も
達
の
作
品
に
順
位
は
つ
け
な
い
〉
と
い

う
こ
と
。
さ
ら
に
〈
季
語
の
あ
る
句
も
な
い

句
も
区
別
な
く
、
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
を
あ

げ
な
が
ら
誉
め
て
コ
メ
ン
ト
し
て
ゆ
く
〉
こ

こ
を
大
切
に
し
て
い
る
。
永
さ
ん
は
私
の
こ

の
基
準
を
支
持
さ
れ
て
、
毎
日
柔
軟
に
縦
横

無
尽
に
子
ど
も
達
と
対
話
さ
れ
て
い
る
。

番
組
は
い
つ
も
愉
し
く
終
る
が
、
私
が
学

ぶ
の
は
放
送
終
了
後
の
時
間
。
作
品
を
送
っ

た
の
に
、
時
間
制
限
で
番
組
に
登
場
で
き
な

か
っ
た
子
ど
も
達
に
係
の
女
性
達
が
つ
ぎ
つ

ぎ
に
放
送
局
か
ら
電
話
を
か
け
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
子
ど
も
と
永
さ
ん
と
私
が
話
し
合
う

の
で
あ
る
。「
永
六
輔
で
す
。
○
○
○
○
君

で
す
か
。
送
っ
て
下
さ
っ
た
君
の
俳
句
に
つ

い
て
で
す
け
ど
ね
、
僕
は
こ
う
思
う
ん
だ
け

ど
・
・
」。
立
派
な
大
人
に
対
す
る
ご
と
く
、

永
さ
ん
は
姿
勢
を
正
し
て
椅
子
に
坐
り
、
受

話
器
を
握
っ
て
、
誠
心
誠
意
対
話
さ
れ
る
。

そ
の
姿
を
は
じ
め
て
ま
の
あ
た
り
に
し
た

日
、
私
は
反
省
し
た
。
す
こ
し
ば
か
り
、
俳

句
の
こ
と
が
分
っ
て
い
る
と
思
っ
て
、
高
い

立
場
か
ら
子
ど
も
達
に
対
し
て
は
い
な
か
っ

た
だ
ろ
う
か
。
い
や
い
た
筈
だ
と
。
と
も
か

く
こ
の
番
組
外
対
話
は
放
送
時
間
よ
り
は
ず

っ
と
長
い
の
で
あ
る
。

「
永
さ
ん
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
真
剣

に
な
っ
て
本
気
で
話
し
て
上
げ
る
ん
で
す

ね
」「
杏
子
さ
ん
ネ
。
民
放
の
番
組
が
四
十

年
続
く
っ
て
こ
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の

よ
」。
地
下
鉄
の
駅
に
向
っ
て
並
ん
で
歩
き

な
が
ら
、
私
は
永
さ
ん
と
ご
縁
を
頂
く
こ
と

の
出
来
た
人
生
に
心
の
中
で
手
を
合
わ
せ
て

い
た
。

黒
く ろ

田
だ

杏
も も

子
こ

俳人。1938年東京生まれ。東京女子大学心
理学科卒。山口青邨門。「藍生（あおい）」主
宰。日本経済新聞俳壇選者。著書に「俳句列
島日本すみずみ吟遊」ほか多数。

コ ラ ム

平成19年度

三鷹市地域
家庭教育支援
推進協議会が
発足

日
時
♪
８
月
26
日
A
午
後
２
時
〜
（
開

場
１
時
30
分
）

会
場
♪
市
公
会
堂(

入
場
無
料
・
定
員
７

７
８
人
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
一
部

「
お
ば
け
？
怪
獣
？
魔
物
？

ち
ょ
ぴ
り
怖
〜
い
音
楽
会
」

「
Ｓ
Ｆ
交
響
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
第
１
番
」
よ

り
”ゴ
ジ
ラ
“、「
骸
骨
の
踊
り
」
ほ
か

第
二
部

音
楽
物
語
「
お
ば
け
一
家
の
一
日
」

楽
し
い
お
話
と
歌
で
つ
づ
る
音
楽
物
語

指
揮
は
、
伊
藤
隆
司
さ
ん
、
司
会
と

歌
は
岡
崎
裕
美
さ
ん
。
三
鷹
市
管
弦
楽
団

に
よ
る
演
奏
や
、
音
楽
物
語
を
ご
家
族
で

鑑
賞
い
た
だ
け
ま
す
。
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第94回
三鷹市親子音楽会

夏休みの思い出に♪

環
境
保
全
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配

慮
し
、
蓄
熱
式
空
調
シ
ス
テ
ム
（
エ

コ
・
ア
イ
ス
）
を
市
内
施
設
に
取
り
入

れ
た
実
績
が
認
め
ら
れ
、
三
鷹
市
が

7
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
セ
ン
タ
ー

か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
空
調
設
備
の
導
入
で
、

環
境
負
荷
・
省
コ
ス
ト
性
を
重
視
し
、

平
成
10
年
度
に
初
め
て
市
立
小
学
校

特
別
教
室
に
エ
コ
・
ア
イ
ス
を
導
入

し
、
そ
の
後
市
立
小
・
中
学
校
14
校
の
特
別
教
室
に
拡
大
、
ま
た
、
平
成
18

年
度
に
は
、
第
二
庁
舎
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
空
調
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
も
エ

コ
・
ア
イ
ス
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
は
、
環
境
保
全
に
対
し
て
条
例
制
定
や
計
画
策
定
を
行
い
、
環
境
保
全

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
18
年

度
に
は
環
境
管
理
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
を
し
ま
し

た
。今

後
も
、
環
境
保
全
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
に
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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環境保全・
省エネルギー活動で
感謝状を受ける

本気で子どもに
語りかける
――永 六輔さんの生き方――

講座風景


